
２７年漁期ＴＡＣ（漁獲可能量）
設定に関する意見交換会資料

するめいか
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資料２

秋季発生系群主に日本海で5月～10月に漁獲される。

冬季発生系群は主に太平洋側で8月～12月、
日本海で11月～2月に漁獲される。
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スルメイカ秋季発生系群

スルメイカ秋季発生系群
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日本の漁獲量 2013年：3.9万トン
韓国の漁獲量 2013年：7.8万トン

減少

漁業の状況：漁獲量の推移
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漁業の状況：漁獲努力量
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日本海における旧中型いか釣り漁船の状況
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スルメイカの資源調査結果

資源量推定

管理基準値・
漁獲シナリオ

翌年の資源量予測

ABC算定

中長期動向
判断・予測

スルメイカの資源評価方法
(1)スルメイカの資源量推定 （調査船調査）
(2)中長期的加入動向 （環境との関連）

加入の見積と
毎年の調査

結果が大きく影
響する

3 ページ



日本海におけるスルメイカの分布状況
図中●の大きさCPUE（釣機1台1時間あたりの採集尾数）に相当
各色は各外套背長範囲(cm台)の比率を示す。

資源状態：漁場一斉調査
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資源状態：資源量と漁獲割合の推移

資源量 ：2014年 ＝234.5万トン, 高位水準、横ばい
漁獲割合： 2013年 ＝10.1％
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2014年（漁期末）：39.7億尾

資源状態：親魚量の推移
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●は2014年、
●は1990年以降、×
は1980年代
の関係を示す。

原点を通る太直線は
過去23年間のRPS
の中央値（2.53）を示
す。

再生産関係
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管理基準値

現状の漁獲圧の
維持(Fcurrent)

親魚量の維持
(Fmed)

近年3年の平均漁獲係数（0.146）
漁獲割合＝10.0%

再生産成功率中央値（2.53）より漁
獲割合＝20.7%

資源回復のため、基
準値から漁獲を下
げる閾値(Blimit)

高い再生産成功率があったときに高い加
入量が期待できる親魚量として、
14.3億尾、40.1万トン

Flimit

（漁獲係数（Flimit）、およびBlimitとBbanで制御）

○ 資源回復への配慮

・資源量がBlimit以下になった場合はFを基準値よりも下げて回復措置をとる

・資源量がBban以下になった時は禁漁あるいはそれに準じた措置をとる

Bban

B

F

0

基本規則

漁獲率一定方策

漁獲量は資源量
に比例して変化

Bban Blimit

スルメイカ秋季発生系群では
FlimitとしてFcurrentとFmed
を用いた。
禁漁の閾値（Bban）は未設定
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資源評価のまとめと2015年ABCの算定
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•資源評価
2014年の資源量は234.5万トン（83.7億尾）

→ 高位・横ばい
産卵場等の生態的な変化は観測されなかった。

→ 資源量が大きく減少する兆候は無いと判断。

・ABC算定
近年3年平均の漁獲係数で漁獲すると、

2014年の親魚尾数（39.7億尾）＞Blimit（ 14.3億尾)
規則１－１－（１）
ABC＝管理基準値（漁獲割合）×2015年度予測資源量

Fcurrent（10.0％） ×2015年度予測資源量
Fmed (20.7％) ×2015年度予測資源量
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2015年度予測資源量（再生産関係で予測）
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39.7億尾

2015年の資源量は、
2014年の予測親魚量
111.3万トン、39.7億尾
と近年23年間のRPSの
中央値（2.53）から
234.5万トン、83.7億尾
＝上限値 と予測した

2015年漁期ABC

漁獲シナリオ
（管理規準）

F値
（Fcurrentと

の比較）

漁獲
割合

将来漁獲量 評価

2015年
漁期
ABC5年後 5年平均

2014年
親魚量を

維持
（5年後）

Blimitを
維持

（5年後）

現状の漁獲圧
の維持

(Fcurrent)*

F=0.15
(1.00 

Fcurrent)
10％

84千トン
～

392千トン

238
千トン

36% 91%

235
千トン

現状の漁獲圧
の維持の

予防的措置
(0.8

Fcurrent)* 

F=0.12
(0.8 

Fcurrent)

8
％

75千トン
～

318千トン

195
千トン

41% 95%
191

千トン

親魚量の維持
(Fmed)* F=0.33

(2.3 
Fcurrent)

21％

102千トン
～

727千トン

439
千トン

17% 77%

486
千トン

親魚量の維持
の予防的措置

(0.8
Fmed)*

F=0.26
(1.8 

Fcurrent)
17％

112千トン
～

640千トン

380
千トン

24% 83%
402

千トン
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加入量の不確実性を考慮した検討、シナリオの評価

・加入量の不確実性のため予測値の幅が大きい

Fmed (F=0.329) Fcurrent (F=0.146)
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スルメイカ冬季発生系群

スルメイカ冬季発生系群
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漁業の状況：漁獲量・資源量指標値の推移

・1980年代は低水準が継続
・1989年以降増加に転じ、近年は18万～29万トンで推移
・2013年漁獲量は22.3万トン（2012年は、18.3万トン） 18
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資源評価の流れ

変更点：
2015年ABCから

漁期年（4月～翌年3月）で
算定

資源量指標値：
1979～2013年

小型イカ釣り船CPUE
2014年

漁場一斉調査+加入量調査

19

資源の状態：稚仔調査（2月）

・2014年の幼生密度は2001年以降の平均的水準（42尾）であり、
前年を大きく上回る

・再生産に好適な海洋環境が継続し、産卵場も形成されていると判断
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資源の状態：加入量調査（5-6月）

・2013年並みの1曳網あたり82尾（昨年並み）
・1996年以降の平均採集尾数（335）を下回る
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資源の状態：資源量と漁獲割合の推移

・資源量指標値（小型いか釣り船CPUE）から資源量を計算
2011年以降は補正値（震災の影響）

・2014年の資源量（82万トン）は漁場一斉調査、新規加入量調査結果
から算定
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資源の状態：資源水準・動向

水準：中位 動向：横ばい

高位

中位

低位
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再生産関係とBlimitの設定

2014年漁期終了親魚尾数（9.7億尾）はBlimitを上回る

Blimit＝6.1億尾

前年の親魚尾数（億尾）

資
源

尾
数

（
億

尾
）

2014年
漁期終了
親魚尾数

×

24

12 ページ



今後の加入量の見積もり

・1990年以降の温暖期は好適な海洋環境（Sakurai et al.2000)
・調査結果からも、海洋環境の不適な兆候はみられない
→1990年以降の好適な時期の再生産成功率の中央値を
将来予測に使用 25

資源評価のまとめと2015年ABCの算定方法

• 資源評価
資源尾数は中位横ばい（昨年度：中位・減少）

2014年漁期終了親魚尾数（9.7億尾）＞Blimit（6.1億尾）

Fcurrent＜Fmed

• ABC算定
規則 1－1）－（1）

F2014＝Fcurrent（2011年～2013年の平均）

2015年資源尾数＝RPS（1990～2013年の中央値）×親魚尾数

• 管理基準
現状の漁獲圧を維持するFcurrent

親魚量を維持するFmed

26
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各シナリオによる将来予測

ABC算定規則１－１）－（１）を適用

シナリオ

Fcurrent:近年3年間の平均的な漁獲圧

Fmed：2014年漁期終了時親魚量維持
27

2015年漁期ABC

漁獲シナリオ
（管理基準）

F値
（Fcurrent
との比較）

漁獲
割合

将来漁獲量 評価

2015年
ABC5年後

5年
平均

2014年
親魚量を

維持
（5年後）

Blimitを
維持

（5年後）

現状の漁獲圧
の維持
(Fcurrent)*

0.41
(1.00

Fcurrent)
25%

105千トン
～

612千トン

269
千トン

62% 84% 213
千トン

現状の漁獲圧
の維持の予防
的措置
(0.8Fcurrent)*

0.32
(0.80

Fcurrent)
21%

120千トン
～

703千トン

268
千トン

82% 94% 177
千トン

親魚量の維持
(Fmed)*

0.45
(1.12

Fcurrent)
27%

95千トン
～

553千トン

265
千トン

49% 74% 233
千トン

親魚量の維持
の予防的措置
(0.8Fmed)*

0.36
(0.89

Fcurrent)
23%

113千トン
～

661千トン

270
千トン

73% 90% 194
千トン
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